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１ 本計画を改訂する背景・目的／本計画期間

(1) 改訂する背景・目的
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〇 東西に長い本市は、東西は基幹軸、南北は支線軸として、公共交

通ネットワークを展開しているが、運転手不足、利用者数の減少等

により、その維持・確保が喫緊の課題となっているもの

〇 新型コロナウイルスが５類感染症に移行されてから、緩やかでは

あるが利用者数が回復してきているほか、駅前再開発、民間事業者

による大規模半導体工場やデータセンターの立地による人流変化の

可能性等を見据えつつ、持続可能な公共交通ネットワークを目指し

(2) 改訂後の本計画期間

〇 2026年度から2029年度までの４年間

て、改訂を行うもの



２ 分析と課題①
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(1) ３つの観点による分析での課題抽出

観点１

観点２

観点３

現行計画の到達状況を踏まえた分析

公共交通を取り巻く現状の分析

（※）SWOT分析

（※）SWOT分析：本市の置かれている環境を、
本市内部からと外部から、
それぞれ分析する手法

強み(Strength) 本市の長所・内部環境のプラス要素

弱み(Weakness) 本市の短所・内部環境のマイナス要素

機会(Opportunity) 社会や市場の変化による、外部環境のプラス要素

脅威(Threat) 社会や市場の変化による、外部環境のマイナス要素
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題

抽
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２ 分析と課題②
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(2) 設定された課題

改訂計画課題１
日常生活の足となる交通ネットワークの維持

(1)
特に自家用車を利用できない学生や高齢者など、朝夕の通学、
通院、買い物に対応した公共交通の維持が必要

(2)
悪天候時や朝夕ピーク時等、一時的に増加する需要への対応
が必要

(3) 日常生活のための東西基幹軸の確保が必要

(4)
既存の鉄道、市内路線バスだけではなく、地域の利用者数や
移動需要にあった交通手段の導入が必要

改訂計画課題２
公共交通の持続可能性

(1)
公共交通の維持は地域の拡大として捉え、地域と一体となっ
た運転手の確保・人材育成が必要

(2)
利用者数等厳しい状況下においても、地域で公共交通を支え
る仕組みが必要

(3)
地域全体で公共交通を守るという意識醸成を進めることが必
要

改訂計画課題３
公共交通利用促進と新たな需要の獲得

(1)
子どもから高齢者まで誰もが利用しやすい公共交通の整備が
必要

(2) 外国人の公共交通利用に対する対応が必要



２ 分析と課題③ー１ 観点１：現行計画の到達状況を踏まえた分析
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(3) 現行計画の到達状況を踏まえた分析と課題設定の関係



２ 分析と課題③ー２ 観点１：現行計画の到達状況を踏まえた分析
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２ 分析と課題③ー３ 観点１：現行計画の到達状況を踏まえた分析
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２ 分析と課題④ 観点２：公共交通を取り巻く現状の分析
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(4) 公共交通を取り巻く現状分析と課題設定の関係

※改訂計画課題は、市内路線バス、タクシー、
鉄道に焦点を当てて、設定している。



２ 分析と課題⑤ 観点３： SWOT分析
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(5) SWOT分析と課題設定の関係



３ 改訂後計画の課題・目標・施策・評価
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４ 将来の公共交通の姿①

(1) 基本理念
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〇 公共交通は、市民の日常生活移動を支える基本的な社会インフラ

であり、単に利便性のみ、効率性のみの一方を追求するのではなく、

誰もが安全かつ安心して利用できるように維持していくことが重要

〇 運転手不足、赤字路線の維持等といった課題を、本市単独又は市

内交通事業者単独で解決することは困難であり、地域の生活や成長

を支える共有財産として、市民全体で守っていくことが不可欠

利便性と効率性のバランスを考慮した、みんなで守る公共交通

〇 本市は、利便性と効率性のバランスを考慮しつつ、誰もが公平に

使いやすい公共交通網の形成を目指し、地域と一丸となって、公共

交通の利用促進と将来を担う運転手の確保に積極的に取り組む



４ 将来の公共交通の姿②

(2) 公共交通ネットワークの将来像

苫小牧
駅

美沢・植苗地区

勇払地区

苫小牧
西港

新千歳
空港

凡例

広域基幹軸 （鉄道・都市間バス）

東西基幹軸 （鉄道・市内路線バス）

支線軸

（主：市内路線バス 補完：タクシー、デマンド）

交通結節点連携軸

交通不便地域

（デマンド、自動運転、自家用有償旅客運送等）

札幌・千歳

登別・白老

沼ノ端地区

錦岡・糸井地区

樽前地区

苫小牧
東IC
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